
 1

協議議事録 

ハイチ共和国 

南東県ジャクメル病院整備計画(概略設計概要説明調査) 

 

 

 

2011年７月、独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」と称す） は、ハイチ共

和国政府（以下「ハイチ」と称す）南東県ジャクメル病院整備計画（以下「プロジ

ェクト」と称す）に関する第二次準備調査団（概略設計）を派遣した。ハイチ滞在

中の関係当局との協議及び調査対象地域における現地踏査並びに調査結果の国内解

析を通じて、JICAは概略設計概要書を準備した。 

 

概略設計概要書の内容に関して、ハイチ側に説明、協議を行うことを目的に、

JICAは人間開発部保健第四課長佐藤真司を団長とする概略設計概要説明調査団（以

下「調査団」と称す）を2012年2月23日から3月1日までハイチに派遣した。 

 

協議の結果、双方は付属文書及び別添に記載する主要事項について確認した。 

 

ポルトプランス、2012年2月27日 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

佐藤 真司 

団長 

概要説明調査団 

国際協力機構 (JICA) 

 

 

 

 

 

                     

Dr. ガブリエル ティモテ 

保健・国民省 総局長 

保健・国民省 

ハイチ共和国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

イヴ ロベール ジャン 

計画・対外協力省 総局長 

計画・対外協力省 

ハイチ共和国 
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付属文書 

 

 

1. 概略設計概要書の内容 

調査団は概略設計概要書の主要な内容及び提言に関する説明を行い、ハイチ側は

これに合意した。 

 

2. 日本の無償資金協力制度 

ハイチ側は、2011年5月11日付で署名された協議議事録の別添3及び4に詳述され、

調査団から説明がなされた日本の無償資金協力制度とハイチ側で必要な履行事項

について理解した。 

 

3. 調査スケジュール 

JICAは確認できた項目に応じて協力準備調査報告書を完成し、日本国政府の承認

が予定通り得られた場合には、同報告書を2012年8月頃ハイチ側に送付する。 

 

4. プロジェクトの秘密性 

双方は、機材の詳細仕様及びその他の技術情報を含むプロジェクトに関する全て

の情報については、プロジェクトに関する全ての契約締結を了するまで対外的に

非公開とすることを確認した。 

 

5. その他協議事項 

5-1 調査団は添付4のとおりプロジェクトコストの試算に関する説明を行った。双

方は、プロジェクトに関する全ての契約締結まで、当該試算結果を複製したり、

対外的に公開しないことを確認した。双方は、添付4のプロジェクトコスト試算は

最終的なものでなく、変更の可能性がある点について理解した。 

 

5-2 2011年7月29日付協議議事録添付3にて合意したハイチ側負担事項について、財

政的及び技術的対応能力の観点から、ハイチ側は一部事項の日本側負担を要望し

た。これを受けて、双方は新たに当該負担事項の分担を以下のとおり確認した。 

   

 日本側負担 ハイチ側負担 

1 管理棟の取り壊し・整地 工事用仮設用地の提供 

2 旧産科病棟/検査室の取り壊し・整

地 

既存車両整備場の移転及び廃棄車両の

処分 

3 建設用道路用地にある小屋と便所の

取壊し・整地 

コレラ用テントの撤去 

4 建設用車両道路の整備  

 

5-3 調査団はプロジェクト実施の形態及びスケジュールに照らした対応期限を具体

的にハイチ側に明示したうえで、期限の厳守をハイチ側に求めた。ハイチ側はこ

れに合意した。 

 

5-4 調査団はハイチ側に対してプロジェクト効果発現の観点から完工時にジャクメ
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ル病院に配置が必要な人員数及び整備予定の機材を含む施設及び機材の維持管理

費について説明を行った。ハイチ側は同説明を了解し、対応を行う旨確約した。 

 

5-5 ハイチ側は、政府が変わっても国家継続の原則に従い、本プロジェクトの継続

に関して負の影響を与えないことに同意した。 

 

添付: 

1: ジャクメル病院整備マスタープラン 

2: 施設平面図 

3: 機材リスト 

4：プロジェクトコスト試算 

5：プロジェクト対象地図 



 

添付資料 

 

 

 

1. ジャクメル病院整備マスタープラン 

2. 施設平面図 

2-1 １階平面図 

2-2 ２階平面図 

3. 機材リスト 

4. プロジェクトコスト試算 

5. プロジェクト対象地図 

 



1. ジャクメル病院整備マスタープラン 

 



2-1. 施設平面図－1階平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-2. 施設平面図－2階平面図 

 



３. 機材リスト 
 
 
 
 

機材名 数量 

1 高圧蒸気滅菌器 1 

2 手術台 2 

3 手術灯 3 

4 麻酔器 3 

5 除細動器 1 

6 整形外科用手術台 1 

7 シャウカステン 2 

8 手洗い台（２人用） 1 

9 診察台 5 

10 検診灯 2 

11 単純Ｘ線撮影装置 1 

12 天井走行Ｘ線撮影装置 1 

13 現像器セット 1 

14 回診型 X 線撮影装置 1 

15 心電計 1 

16 超音波診断装置（一般用） 1 

17 超音波診断装置（産科用） 1 

18 保育器 2 

19 新生児処置台 1 

20 光線治療器 1 

21 新生児ウォーマー 2 

22 無停電電源装置 2 

 



4. プロジェクトコスト試算 

 

1）日本国側負担経費 

 

施工・調達業者契約認証まで非公表 

 

2） ハイチ国側負担経費：約 69,834 千グルド（約 144.0 百万円） 

ハイチ国負担経費 

項目 金額（グルド） 備考 

既存施設機能・資機材移転 3,253,243 (JPY 6,709,000) 

既存車両整備場移転、廃棄車両処分 129,955 (JPY 268,000) 

工事用仮設用地の提供 10,296,036 
(JPY 21,233,00

0) 

建築許可申請・取得（現地設計者費用含む） 239,059 (JPY 493,000) 

供与対象外の医療機器・家具・什器・備品 53,155,534 
(JPY 109,620,0

00) 

医療器材維持管理契約（３年間） 2,692,690 
(JPY 5,553,00

0) 

銀行手数料・支払手数料 67,887 (JPY 140,000) 

合計 69,834,404 
(JPY 144,016,0

00) 

 

3） 積算条件 

上記の金額は、以下の積算条件に基づいて算定された。 

積算時点 ：平成 23 年 8 月 

為替換算レート ：1.0US$ ＝ 82.49 円＝ 40 グルド 

事業実施期間 ：2012 年 9 月～2014 年 8 月（24 ヶ月） 

その他 ：本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従って実施される

ものとする。 

 



5. プロジェクト対象地図 

     ハイチ共和国 

首都 ポルトープランス 

本計画対象地位置図 

南東県ジャクメル市 

ジャクメル病院 

（本計画対象地） 







資料４　Ｍ/Ｄ　（３）概要説明調査時



資料４　Ｍ/Ｄ　（３）概要説明調査時



資料４　Ｍ/Ｄ　（３）概要説明調査時
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協議議事録 

ハイチ共和国 

南東県ジャクメル病院整備計画(概略設計概要説明調査) 

 

 

 

2011年７月、独立行政法人国際協力機構（以下、「JICA」と称す） は、ハイチ共

和国政府（以下「ハイチ」と称す）南東県ジャクメル病院整備計画（以下「プロジ

ェクト」と称す）に関する第二次準備調査団（概略設計）を派遣した。ハイチ滞在

中の関係当局との協議及び調査対象地域における現地踏査並びに調査結果の国内解

析を通じて、JICAは概略設計概要書を準備した。 

 

概略設計概要書の内容に関して、ハイチ側に説明、協議を行うことを目的に、

JICAは人間開発部保健第四課長佐藤真司を団長とする概略設計概要説明調査団（以

下「調査団」と称す）を2012年2月23日から3月1日までハイチに派遣した。 

 

協議の結果、双方は付属文書及び別添に記載する主要事項について確認した。 

 

ポルトプランス、2012年2月27日 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

佐藤 真司 

団長 

概要説明調査団 

国際協力機構 (JICA) 

 

 

 

 

 

                     

Dr. ガブリエル ティモテ 

保健・国民省 総局長 

保健・国民省 

ハイチ共和国 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

イヴ ロベール ジャン 

計画・対外協力省 総局長 

計画・対外協力省 

ハイチ共和国 
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付属文書 

 

 

1. 概略設計概要書の内容 

調査団は概略設計概要書の主要な内容及び提言に関する説明を行い、ハイチ側は

これに合意した。 

 

2. 日本の無償資金協力制度 

ハイチ側は、2011年5月11日付で署名された協議議事録の別添3及び4に詳述され、

調査団から説明がなされた日本の無償資金協力制度とハイチ側で必要な履行事項

について理解した。 

 

3. 調査スケジュール 

JICAは確認できた項目に応じて協力準備調査報告書を完成し、日本国政府の承認

が予定通り得られた場合には、同報告書を2012年8月頃ハイチ側に送付する。 

 

4. プロジェクトの秘密性 

双方は、機材の詳細仕様及びその他の技術情報を含むプロジェクトに関する全て

の情報については、プロジェクトに関する全ての契約締結を了するまで対外的に

非公開とすることを確認した。 

 

5. その他協議事項 

5-1 調査団は添付4のとおりプロジェクトコストの試算に関する説明を行った。双

方は、プロジェクトに関する全ての契約締結まで、当該試算結果を複製したり、

対外的に公開しないことを確認した。双方は、添付4のプロジェクトコスト試算は

最終的なものでなく、変更の可能性がある点について理解した。 

 

5-2 2011年7月29日付協議議事録添付3にて合意したハイチ側負担事項について、財

政的及び技術的対応能力の観点から、ハイチ側は一部事項の日本側負担を要望し

た。これを受けて、双方は新たに当該負担事項の分担を以下のとおり確認した。 

   

 日本側負担 ハイチ側負担 

1 管理棟の取り壊し・整地 工事用仮設用地の提供 

2 旧産科病棟/検査室の取り壊し・整

地 

既存車両整備場の移転及び廃棄車両の

処分 

3 建設用道路用地にある小屋と便所の

取壊し・整地 

コレラ用テントの撤去 

4 建設用車両道路の整備  

 

5-3 調査団はプロジェクト実施の形態及びスケジュールに照らした対応期限を具体

的にハイチ側に明示したうえで、期限の厳守をハイチ側に求めた。ハイチ側はこ

れに合意した。 

 

5-4 調査団はハイチ側に対してプロジェクト効果発現の観点から完工時にジャクメ
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ル病院に配置が必要な人員数及び整備予定の機材を含む施設及び機材の維持管理

費について説明を行った。ハイチ側は同説明を了解し、対応を行う旨確約した。 

 

5-5 ハイチ側は、政府が変わっても国家継続の原則に従い、本プロジェクトの継続

に関して負の影響を与えないことに同意した。 

 

添付: 

1: ジャクメル病院整備マスタープラン 

2: 施設平面図 

3: 機材リスト 

4：プロジェクトコスト試算 

5：プロジェクト対象地図 



 

添付資料 

 

 

 

1. ジャクメル病院整備マスタープラン 

2. 施設平面図 

2-1 １階平面図 

2-2 ２階平面図 

3. 機材リスト 

4. プロジェクトコスト試算 

5. プロジェクト対象地図 

 



1. ジャクメル病院整備マスタープラン 

 



2-1. 施設平面図－1階平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2-2. 施設平面図－2階平面図 

 



３. 機材リスト 
 
 
 
 

機材名 数量 

1 高圧蒸気滅菌器 1 

2 手術台 2 

3 手術灯 3 

4 麻酔器 3 

5 除細動器 1 

6 整形外科用手術台 1 

7 シャウカステン 2 

8 手洗い台（２人用） 1 

9 診察台 5 

10 検診灯 2 

11 単純Ｘ線撮影装置 1 

12 天井走行Ｘ線撮影装置 1 

13 現像器セット 1 

14 回診型 X 線撮影装置 1 

15 心電計 1 

16 超音波診断装置（一般用） 1 

17 超音波診断装置（産科用） 1 

18 保育器 2 

19 新生児処置台 1 

20 光線治療器 1 

21 新生児ウォーマー 2 

22 無停電電源装置 2 

 



4. プロジェクトコスト試算 

 

1）日本国側負担経費 

 

施工・調達業者契約認証まで非公表 

 

2） ハイチ国側負担経費：約 69,834 千グルド（約 144.0 百万円） 

ハイチ国負担経費 

項目 金額（グルド） 備考 

既存施設機能・資機材移転 3,253,243 (JPY 6,709,000) 

既存車両整備場移転、廃棄車両処分 129,955 (JPY 268,000) 

工事用仮設用地の提供 10,296,036 
(JPY 21,233,00

0) 

建築許可申請・取得（現地設計者費用含む） 239,059 (JPY 493,000) 

供与対象外の医療機器・家具・什器・備品 53,155,534 
(JPY 109,620,0

00) 

医療器材維持管理契約（３年間） 2,692,690 
(JPY 5,553,00

0) 

銀行手数料・支払手数料 67,887 (JPY 140,000) 

合計 69,834,404 
(JPY 144,016,0

00) 

 

3） 積算条件 

上記の金額は、以下の積算条件に基づいて算定された。 

積算時点 ：平成 23 年 8 月 

為替換算レート ：1.0US$ ＝ 82.49 円＝ 40 グルド 

事業実施期間 ：2012 年 9 月～2014 年 8 月（24 ヶ月） 

その他 ：本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従って実施される

ものとする。 

 



5. プロジェクト対象地図 

     ハイチ共和国 

首都 ポルトープランス 

本計画対象地位置図 

南東県ジャクメル市 

ジャクメル病院 

（本計画対象地） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.  ソフトコンポーネント計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5. ソフトコンポーネント計画書 

(1) ソフトコンポーネント計画の背景 

2010 年 1 月の震災の被害を受けたハイチ国では、災害時に多くの傷病者に必要なケアを

提供し、搬送された患者を受け入れるキャパシティを持つ地域の拠点病院の整備が国家的

な急務として位置づけられており、南東県ジャクメル病院の移設と機材の整備を行う無償

資金協力を要請し、これに応えて日本国政府は大地震によるジャクメル病院への被害状況

と他ドナーの援助動向を調査し、協力準備調査では、一般プロジェクト無償資金協力スキ

ームの活用による病院全体の基本計画を策定することとなった。 

ジャクメル病院の組織・人員体制は現在までに一定の内容が維持されているものの、医

療機材の維持管理に関し、運営面で必ずしも十分でない面があるため、ハイチ国よりソフ

トコンポーネントによる医療機材維持管理に関する協力要請が提出された。 

医療機材維持管理 

MSPPは、全国の公的医療施設の医療機材維持管理をDOSSのSGEBMを通じて行っている。

SGEBMは2名のBMEと2名の技術者で組織されている。 

機材をより長期間、良い状態で使用するためには操作担当者が「予防メンテナンス」に

対する認識を高める事が肝要である。医療現場では機材に対する知識の欠如から、医療機

器を不適切に取り扱い、不具合発生を招く事態が見られることから本ソフトコンポーネン

トでは「機材を壊さない様に扱うにはどの様な操作、取り扱いが必要か」を、現場の担当

者（機材の操作・管理責任者）に教育する。具体的には日常点検（始業点検、使用中点検、

終業点検）を通じた故障の前兆（異常音、振動、発熱等）の見分け方、早期発見等による

予防メンテナンスの考え方を技術移転する。さらに５S（整理、整頓、清潔、清掃、しつけ）

の考え方を医療従事者全体に浸透させ、汚れや湿気による機材のダメージを軽減させる。

こうしたソフトコンポーネントの投入により通常5～6年の機材の稼動期間を数年延長する

ことが期待され、協力事業の投入効果の向上が図られる。 

本ソフトコンポーネントは医療関係者の医療機材に対する予防メンテナンスを主目的に

した機材の保守・維持管理、体制の構築を図り、発現した協力対象事業の成果が、より長

い期間継続し、その結果全体プロジェクトの目標が達成されることを目指すものである。 

(2) ソフトコンポーネントの目標 

ジャクメル病院の医療機材維持管理体制能力の向上。 

(3) ソフトコンポーネントの成果 

ジャクメル病院の医療機材維持管理が適正に行われる。 

(4) 成果達成度の確認方法 



整備された維持管理マニュアル、5S マニュアルに従って機材の維持管理が適切に実行さ

れている。 

(5) ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

現地1.2人/月、国内1.5人/月、各１名 

国内作業で調達機材にかかる始業点検、終業点検、トラブルシューテイング、機器の異

常の発見のポイント、5S活動の普及、Kaizen活動 の必要性等を指導マニュアルに取りまと

め、カリキュラムを策定、現地調査においてカリキュラムに沿い、指導マニュアルを用いて

医療関係者に予防メンテナンスにかかる技術指導の移転を図る。 

投入活動は機材が納入された直後と、メーカー保証の終了する納入 1 年後の 2 度実施す

る。1 度目のソフトコンポーネントは予防メンテナンスにかかる考え方の普及、実践指導、

2度目は 1度目の投入の効果の確認と不具合な点の改善、メーカー保証終了期間内の無償修

理対応の促進（瑕疵検査を含む）を計画する。 

(6) ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

開発途上国の医療機材維持管理事情に精通し、類似活動経験を有するわが国専門コンサ

ルタントを選定する。 

(7) ソフトコンポーネントの実施工程 

月数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 26 27

建設工事

0.6 0.6

(人・月) 0.45 0.3 0.45 0.3

医療機材
維持管理

 

図3-6 ソフトコンポーネント実施工程 

(8) ソフトコンポーネントの成果品 

• 機材維持管理(始業点検、終業点検等、予防メンテナンス)マニュアル 

• 5S活動等普及マニュアル 

• 機材維持管理台帳 

(9) ソフトコンポーネントの概略事業費 

計 8,056 千円 

(10) 相手国の責務 

機材維持管理活動に必要な医療従事者等の要員を継続的に配置する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.  ジャクメル病院協議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ジャクメル病院 各科 ヒアリング議事録 （第一次調査） 

5 月 5 日（木）13:00～Jacmel 病院 会議室 

参加者：荒津、五味、平山、関根、藤沼、木村、鈴木、錦 

        Dr. LUC Antoine（院長）、Mr. WILKING François（管理者） 

13:20 開始（概要説明） 

13:25 自己紹介 

  Ms. LAHATTE Marie Claudette（手術室責任看護師） 

Ms. FAUSTIN MD Romina（外科責任看護師） 

Ms. VIELOT Marie Florence（産科助産師長） 

Ms. LAFOND Nadine（小児科看護師長） 

Mr. JOSEPH Rodney（技術責任者） 

Dr. KOENIGMARK Victor（一般外科医） 

Dr. GUERRIER Wilner （CDC リージョナル・コーディネーター (内科医として)） 

Ms. PAUL Zita Dominique（CDV サイト・マネージャー） 

Ms. VEILLARD Marie Rosie（内科看護師長） 

Dr. CHARLES Evelt（小児科医） 

Mr. WILKING François（管理者） 

Mr. HENRY Destiné Frithz（ロジスティック担当） 

Ms. LAFOND Marie Maude（コレラ対策ユニット 看護師） 

  （日本側自己紹介） 

13:30 日本側からの説明 

  調査は始まったばかりで、各科の詳細要望をインタビュー。 

  個別各科で話を聞くので、正直に困っていることなどがあったら教えてほしい。 

  各科 30 分を目安。今日と明日。もし可能であれば台帳などがあれば持ってきていただきたい。

（それだと明日になってしまう･･･）どういう活動をしているのか？どういう機材を使ってい

るのかが知りたい。ハイチの病院の活動をしらないので、まずは教えてほしい。みなさんに

とって当り前の事も初めての事なので、よく聞きたい。 

 

【小児科】Dr. CHARLES Evelt (小児科医)、Ms. LAFOND Nadine（小児科 看護師長） 

H) 小児科医は 2人しかいない。 

  外来へ来て処置をして、薬を処方してもお金を払えない。医薬品がないわけではない。 

  入院は１つの大きな部屋しかなく、大きな子も新生児も感染者も全て同じ。看護師も不足。

蘇生器もない。 

栄養不良起因の病気が多い。看護士６人。３０ベッド。ベッド稼働率は 60~80%。 

J) 実際今のスタッフだと何床可能か？ 

H) 病気の程度によるけど、集中治療が必要な患者なら、１人の看護師で２名の看護。今のスタ

ッフでは３０床も難しい。職員数不足は小児科に限らず他の科も。最低お母さんが一緒に（付き

添い）。時折、両親も付いてくる。病院のルールとしては１人の付き添いのみ許可。０歳から１４

歳までが付き添い許可。 

J) 個室対応が必要な感染症の部屋は必要か？ 

H) 本来は感染の強い患者は隔離が必要。新生児も隔離が必要だと思う。新生児も小児科が見て

いる（産科から搬送されてくる）。 

J) 機材は持っている？ 

H) 蘇生の機材もなにもない。鼻につまったものを取るような機材しかない。 

J) 未熟児は？ 

H) （先生の記憶では）８例／月くらい。 

J) 小児科医１人にたいして外来人数は？ 

H) ２０～３０人/日 

J) どういう診療体制？ 



H) 外の病院からも相談を受けることもある。 

  毎日しているけど、小児科医がいないときは、一般内科医が診療している。１人/日の医師。

午前中だけ。 

ただし、内科の先生が緊急の場合は対応している。 

J) どんな疾患が多い？ 

H) 上気道の呼吸器疾患。 

J) 機材が不足していると言いましたが、どんな機材が必要だと思いますか？ 

H) 薬品、点滴、（しばしば脱水症状で患者が来るので必要になる。）、保育器 

J) 光線治療機は？ 

H) 必要だと思うけど、今ない。 

J) 今どうしてるの？ 

H) 電球とか太陽で何とかしている。 

J) どんな薬が足りないの？ 

H) 抗生物質。（病院中の問題） 

J) どんな部屋が欲しい？ 

H) 隔離できるような個室の部屋（感染症用） 

J) 何床必要だと思いますか？ 

H）今の３０床でもきついけど、人数がそろえれば 100 床でも必要だと思う。 

J) 今の状況なら何床必要だと思う？ 

H) ６０～８０床あれば。（人口が増えているので） 

J) どういった機材がなくて困っているか？ 

H) アンブバック、人工呼吸器、吸入器が１台しかないので、２人いると困ってしまう。 

J) 必要な機材リストを明日までに作って下さい。シリンジポンプは使ってないの？使わないシ

ステム？ 

H）ない。機材としてない。もしあったら使いたい。未熟児には必要。 

J) 看護師からいいたいことは？ 

H) 栄養失調児に対した薬品が必要。 

J) 栄養失調児に対するプログラムは？ 

H) 特になし。 

J) 小児科で PAP まで送った患者はいる？どんな患者？ 

H) 腎不全の患者を送ったことがある。カリウムが足りないので PAP に送った。ラボが全ての病

気に対して対応できていない。限界がある。 

J) どんな検査が必要？ 

H) 全部。ビリルビン、肝機能。腎機能。電解質は測定できない。血ガスがない。 

J) 外注に出しているの？ 

H）ない。 

【検査室】Mr. JOSEPH Rodney（技術主任） 

（（上記質問に対して））ロジとして小さな部屋が２つしかない。人材が不足。各科の要望にはこ

たえられない。県病院としての基準に達してない。バイオケミカル、腎臓の検査 Cr,尿素の

２つしかできない。本来求められている検査項目には対応できていない。肝臓、リンパの検

査はできない。ホルモン系の検査も出来ない。検査技師全部で１１人だけど、４名が HIV、

残り７名は Labo。 

J) どんな資格？ 

H) テクノロジストメディコ４人であとは無資格。民間、公的なものもある。公的な学校の方が

質が高く、そこを卒業するとテクノロジストメディコがもらえる。国家資格。卒業後、Labo

で研修を受ける。その人の面倒をみるスタッフが必要。 

J) 他の７人は無資格。どんな勉強している人？ 

H) 公立の学校よりも短い私立の学校。出た後に Labo で研修を受ける。 

J) だれが検体を運んでいる？ 

H) 検査室が採血をしている。検査室で取れない場合は、各科で採血して両親が運んでいる。本

来は検査が取りに行くべきだが、人材が不足しているから、小児科の看護師が採血して両親

が運んでいる。 



J) 検査費用はどの時点で発生してどこで支払っている？いくらくらい？ 

H) 採血の前。支払った後に採血。３UD＄。 

J) 実際の費用の何％くらい？後で料金表を見せてもらう。 

H) 公的な病院だから安いけど、他の病院なら高い。 

J) 部屋が２つしかないけど、他のできない検査はどうしている？ 

H) 必要があれば、外でやっている。 

J) 実際に外注できるような私立の病院があるの？ 

H) あります。民間の検査機関があるし、有料。ジャクメル市内に３つはある。 

J) その私立ではどんな検査ができるの？その日に結果が出るの？ 

H) リンパ系の検査、肝臓、電解質（Na、K、Cl）。同日。 

J) ２室の他に何が必要か？ 

H) マラリア、HIV、子宮頚の染色などの化学系の検査。 

J) 何例/日くらい外注にだしているの？ 

H) 検査に来る人数は４５～５０人/dayの患者数。だけど、外注にだしている人数は分からない。 

小児科医）５例/week くらい外注にだしている。炎症を起こしているかの検査はできないの

で。 

H) 内科、産科、小児科それぞれに必要な検査の試薬が足りない。（試薬の問題ではないので

は？？） 

常に院長先生や管理者に報告をしている。 

J) 手術中の検査はどうしている？ 

H) 血液の検査しかできないが、手術中に検査を依頼されることはない。血液の検査のスタンダ

ードを満たしていない。 

J）機材がこわれたらどうしていますか？ 

H) 責任者が連絡して、MSPP にいる医療機材修理チームが来て修理している。本当に必要なのは

バクテリア検査関係の機器。培養の機材。チフス検査（培養してクロスチェックをする）。 

J）機材の修理記録はもっているか？誰が管理をしているか？ 

H) 修理チームが来て修理したらレポートを書く。それを検査で管理している。こちらとしては、

チームを受け入れた時のノートを残している。 

J) 必要な機材リストを下さい（部屋別に）。優先順位も。 

 

【内科】Ms. VEILLARD Marie Rosie （内科看護師長） 

H) 内科を大きく分けると緊急性の高い疾患。適切なストラクチャーになっていない。スペース

がない。人材として人数も足りない。２人しばしば３名。入院患者をみるために２名くらい

レジデントが来る。Cuba の先生はもうじき帰ってしまう。 

J）２名の常勤の内科医の専門は？ 

H) 内科。全般。専門はない。緊急性の高い内科での資格を持った人材も足りない。機材もない。

蘇生の機材、DC、O2 吸入器。緊急血液検査もできない。すぐに出来ない。救急外来にきたと

ころも機材も人も足りない。通常なら、救急外来で一応の手当てをして入院になるのだけど、

救急外来で対応できていない。 

  脳内出血、脳溢血、糖尿からくるショック、こん睡、敗血症など。慢性高血圧、糖尿病、マ

ラリア、心疾患、胃潰瘍。 

J) 上記疾患の診断に必要な機材は？ 

H) ECG、心エコー、CT、移動用 X線、内視鏡、ほしいけど、内視鏡も CT、心エコーもとれる人

はいない。腹部のエコーは産科にあるあのエコー。エコーは医師が使えることは使える。若

い先生をトレーニングして使えるようにしたい。現在エコーはない。修理技士を探し出して

いる。 

J) 何床ですか？外来は何人？ 

H) ２２床。４０～５０人/day。（妊産婦、子供から内科に来る一般外来） 

  今の外来が専門に分かれていない。それを見るだけの専門医師がいない。外傷は救急。 

  入院には正看護師は２人、准看護師５～６人 

J) 在院日数は？ 

H) １０日。検査とか全て含めて。検査に時間がかかったりするからちょっと長め。小児科と全



く同じの検査。採血検査。 

J) 集中治療をしているような患者はいますか？ 

H) 今は機材がないからできないけど、集中治療が必要な患者はいる。PAP へ送る。重症患者の

数は分からない。そんなにも多くはない。PAP に搬送しない理由は搬送のお金がないから。

PAP に搬送したとしても、同伴家族の滞在費など払えない。 

J) ２２床で７人の看護師は多い？ 

H) 人は足りない。人も足りないし病床数も足りない。MSF が来る前は３交代だったけど、MSF の

やり方が２交代制だったので、２日働いて２日休み。看護師は２交代制。 

  大部屋に入っているけど、結核隔離が必要、HIV も分離が必要。 

J) ７～８人の看護師だったら何床可能？ 

H) 正看護士２名だから１名で４名が通常。准看護師は数に入れていない。 

  正看護士と准看護師では薬品投与や、コミュニケーションに対して正看護士よりも劣る。 

J) 医師看護師の個室はありますか？ 

H) 全部で３つの部屋（１つは中央、婦長が全体をみる）、各部屋に１つ机があって、Dr.Ns が書

き物をしたりする。 

J) 胃透視、腸透視はできるか？ 

H) できる。しかし、バリウムはできない。存在していない。必要だとは思う。県のレファラル

だから必要だと思う。 

J) 酸素吸入が不足している。酸素が？吸入器が？ 

H) 酸素ボンベが不足している。今は MSF が残したもの。 

  病院が直接購入。ジャクメルで購入しているけど、高い。PAP で買った方が安い。保健省を

通すのではなく、直接病院が買っていた。PAP のほうが 300G 安い。院長先生の希望としては、

酸素濃縮機が欲しい。（酸素を買わないようにすむために。）パビリオン（＝個別の棟）では

なく、一個の建物に全てを入れた方がいいと思う。男性、女性、感染症とに分けた方がいい。

感染症患者に対して３部屋くらいは欲しい。VIP が入院する時の部屋が必要。 

J) （VIP 病室を作ること）それは重要な話ですが、その考えはこの国では受け入れ可能ですか？ 

H) 受け入れられます。医長、看護師長が仕事をする為の部屋、レジデントを受け入れられる部

屋、ガードマン、夜勤の人の部屋が必要。全員のスタッフがここに住んでいるわけではない。 

  レジデントの住む場所が欲しい。スタジオタイプのもので十分。１部屋２人くらいのもの。

PAP から医師や看護師が手伝いに来ることもあるので、そういった人の部屋が必要。治安の

為に病院の周りに鉄条網を付けた壁が必要。 

J) CT はどのような疾患を考えていて、どんな治療を考えていますか？ 

H) １例として、事故や高血圧で脳溢血の状態になったときに、脳出血なのか脳梗塞なのか？そ

れによって薬剤の治療を考えています。診断ができれば、開頭手術はできないけど、最低限

の治療はできるでしょう。最低限してはいけないことは避けられるのではないか。 

J) ECG は内科？検査室ではないのか？ 

H) 臨床検査ではない。内科に欲しい。各科にあるのが理想だけど・・・ポータブルで持って行

く。 

J) 内科で聴診器だとかの小さい機材は自分たちで調達できますか？ 

H) そういうのは購入できます。 

【CDV】Ms. PAUL Zita Dominique （CDV サイト・マネージャー） 

H) HIV の疑いある人にカウンセリングをして検査をするよう勧める。 

ポジティブな人には社会的、精神的ケア、治療を行っている。アメリカ政府より全面的な支

援を受けていて全て無料。医薬品は全て無償で提供。チーム構成、医師、看護師、薬剤師、

検査技師、精神科医、統計担当がいる。この人たちの給与もアメリカが出している。 

J) この人たちはこの HIV 関係の仕事しかできないのか？ 

H) 実際時間がない。８：００～１６：００までで、実際他の科の手伝いが出来ない。2000 人扱

っている。３０～４０人/day くる。このチームは巡回指導をしていない。患者に来てもらう。

緊急性がある場合の入院は内科とかにいれてもらうけど、その入院費も無料。結核について

も、HIV の可能性が高いので、結核患者も無料。結核患者と妊産婦産前検診も CDV の枠で検

査している。事前にアメリカによって払われている。 

J) 施設もアメリカの支援か？ 



H) 建物、機材全てアメリカ。 

J) もしかしたら、今回のプランで壊す可能でもあるかも？？？ 

H) 今 CDV を病院の一部署なので、一括にする場合 CDV もその病院内に入れてほしい。 

J) その場合、その部屋の支援はアメリカになるのか？ 

H) お金は MSPP を通じて出されている。そこだけは･･･というのは無理でしょう。資金は院長が

管理している。アメリカからの資金と雖も、まずは MSPP に入って、その後に各県にある CDV

に振り分けられる。資金がこの病院にきてからは院長が資金の管理をしている。 

J) 検査機材は何も持っていますか？ 

H) シスメックス（血球カウンター）、肝臓、腎臓、CD4 カウンターなど。 

J) 他の患者には使えないの？ 

H) ･････現在検討中。機器は使ってもいいけど･･･。試薬は･･･。 

  ラボの部屋も狭いし･･･。 

試薬に関しては HIV 機材を専門に扱っている組織でアメリカ政府全面の支援を受けている。

（SCMS） 

来る人に関して検査を啓発。町中の人に対して、コミュニティに市の職員がいて市民に検査

を啓発。仮管にテストをして＋になったら CD4 をする。 

J) 機材が故障した場合の修理費は？ 

H)  アメリカより、アメリカの支援に対してカウンター予算を組むように指示を受けている。そ

の予算から修理を捻出している。予算はよく削られる。 

【放射線】 

H) 被曝防護の問題。単純なレントゲンしかできない。放射線技士が４名。読影の人が必要。 

  ２５人/day 患者数。誰か１人は必ずいる。８：００～１６：００、１６：００～８：００。 

J) 移動用の X-ray があったら、撮りにいけるの？ 

H) できます。 

J） 廃液は････ 

H) 直接捨てている。 

J) どこの部位が多いですか？ 

H) 四肢、肺、喉・・・など。 

J) 機材のメンテナンスについて技師でできる？出来ない場合？ 

H) PAP のテクニシャンを呼ぶ。アフターサービスを使っている。 

J) 年間保守契約を結んでいるのですか？ 

H) いいえ。機材はアメリカ政府からの供与。 

J) 技術者から見て、CT は使えると思う？ 

H) 放射線技師では無理。使える人が必要。 

J) 機材の数は十分？ 

H) 不十分？いくつかの検査が今ではできない。ラテラールに触れない。 

J) PAP からの修理者はすぐにくるのか？ 

H) 時折、すぐに来てくれない。去年は、地震の後で、いろんなところにアポが入っていたので

３週間かかった。交通費も住まいも、人件費も全て有料。最初に電話をかけて、料金を決め

て小切手をきってから修理を頼む。管理者が取りまとめてフィルムとか買っている。 

技術者→管理者→院長の順番で行っている。 

J) 日常点検、定期点検はしているか？ 

H) 日常点検、定期点検は行っている。使ったフィルムの数は残しているけど、点検記録は残し

ていない。 

J) 外からの依頼はたくさんくるのか？ 

H） すでにやったとこがある。 

【コレラ】Ms. LAFOND Marie Maude（コレラ対策ユニット 看護師） 

H) 機材が足りない。WHO は医薬品は残してくれているが・・・。現在は蘇生に関する機材がな

い。 

  病院中が同じ問題を抱えている。同じなので、検査ができないのも同じ。今年の１月にでき

た。最初は空港の横に大きく作っていたけど、患者が減ったので、今のところに移った。現

在使えるのは２５床。 



J) ベッド占有率は？ 

H) 平均６床くらいしか使ってない。ここ２カ月で急激に減った。１日２床の時もある。このよ

うな感染症が蔓延したのは初めてのケース。コレラ専門医師はいなく、病院内の医師が働い

ている。看護師は１０名 

J) どんな機材を持っているの？ 

H) 検査機材。 

J) コレラが減ったら、看護師は他に動けるのか？ 

H) コレラ専門として雇われている看護師１０名なので、今後のプログラムでどうなるかわから

ない。MSF で使っていた看護師が今回コレラの専門として来ている。 



 

5 月 6 日（金）13:00～Jacmel 病院 会議室 

参加者：院長、荒津、五味、平山、関根、藤沼、木村、鈴木、錦 

10:05～ 

【手術室看護師長】Ms. LAHATTE Marie Claudette 
J）震災前から手術室の場所は変わらない？ 

H)場所場変わらないが、MSF が中材をよくした。洗濯場を近くにした。 

J)看護師の数は？ 

H)国家資格を持った正看護師２名、准看護師８名、合計１０名。 

J) 正看護師も准看護師も仕事は一緒？ 

H) 正看護師も准看護師もやることは変化なし。多少、正看護師が指導することもある。 

金曜日に麻酔医がくる。土日は市内に住んでいる麻酔医が来る。 

看護師も全麻かけられる。ただし、硬膜外はできない。 

H) ６０～８５/月手術件数。 

J) 手術の種類は？ 

１帝王切開、２.ヘルニア ３．骨折 

骨折に関する手術では機材が足りない。 

J) 全痲はどれくらい？ 

H) だいたい２０症例。 

J）どんな？ 

H) 複雑な帝王切開。開腹術。 

J) 長い手術は？ 

H) 交通外傷３～３．５時間。 

J) 現在１ベッドだけど、スタッフは増やす？ 

H) １室：（事故産科などの）救急、１室：一般、１室：整形外科用 

J) 外科の数は対応できる？ 

H) 産婦人科医２人で問題ない。外科医が２人しかいなくて、１人は週末だけしかこない。 

J) 今、入っている機材で問題はある？ 

H) SOGEBANK から供与された手術台が新しいものが１つある。滅菌器も１台しかないので、多量

な滅菌器ができない。 

J) 新しい手術台を置けないのは場所がないから？ 

H) 場所がないから、新品の手術台が置けない。 

  普段は、人数的にできるけど、バカンスシーズンになるとローテーションが難しい。清掃員

も同様の問題が発生。毎日の床掃除、手術後の清掃。１５日おきに一斉（拭き取り）清掃を

する。燻蒸はしていない。前はやっていたけど、今はしていない。 

J) 麻酔器について。 

H) 酸素濃縮機を使って帝王切開などをしている（？）酸素濃縮機が熱を持つと、自動的に停止

し、再始動するまで動かないので注意が必要。 

J) 整形外科の機材は何があるといい？ 

H) 固定版、ドリル、電気ドリルで滅菌可能な物。今はプラスティック製のものはあるけど、滅

菌が大変だから Steel 製の物が欲しい。 

J)ラテラールがとれる移動式 X-ray が必要だと思う？ 

H) 今は必要に応じてレントゲン室に確認をしに行っているので、移動式があるといいと思う。C

アームは特に必要ないと思う。他方向からとれるものはレントゲン室におけばいいのでは？

病院内で共有できるから。可能であれば、日本の協力でトレーニングもしてほしい。 

J)どんなトレーニング？ 

H)SOP に関する外科のトレーニング。外科医と関連する人達。手術だけではなく、手術前の準備、

術後の監視までを含めたものが必要だと思う。 

J)手術計画はだれがしていますか？ 

H)産科や外科の先生が計画をしている。 

J)順番は誰がコントロールしている？ 



H)各科の Dr が調整をしている。手術室にあるボードを見て、記入・調整している。 

J)患者を誰が手術室に搬送する？ 

H)「ストレッチャーで運ぶ人」という人がいる。看護師ではない。看護師が不足しているので。

本来ならば看護師が搬送しなければならないのですが。 

J)どこで麻酔をかけていますか？ 

H)手術室内。覚醒も手術室の中で。 

J)ストレッチャーは病棟と手術室おなじ？ 

H)違う物を使っている。ストレッチャーチェンジしている。扉の前で乗り換えている。 

J)Dr の着替えは？ 

H)２部屋。Dr 用＋Ns 用。男性の看護師がいないから。将来、男性用と女性用とで職種ではわけな

くてもいい。 

J)手術セットはセットとして滅菌しているの？ 

H)全部一緒に滅菌している。手術によって機材を分けて Dr が確認してから滅菌をする。手術によ

って機材のリストがある。特殊な紙で包んでテーピングして、滅菌がちゃんとできていれば

色が（青色に）変わるようになっている。 

J)機材の点検は？故障時どのようなルートで対応しているの？ 

H)カイジャクメルにいるキューバ人のテクニシャンに来てもらって診断してもらった。必要なチ

ューブが手に入らない。キューバ人の技術者はハイチ国内でどこから入手するか知らないし、

我々も同様。 

J)感染症の患者については？ 

H)破傷風の患者。普通の感染症の場合は１５分、破傷風の患者の場合は１２時間置く。 

現在ワクチンがうまくいっているので、破傷風はまれなケース。数年見ていない。 

J)保健省の技術者ではなく、キューバ人の技術者とコンタクトする？ 

H)近いから、カイジャクメルにいるキューバ人を頼っている。 

 今、麻酔器に県については MSPP に確認して、今新しい麻酔器が来るでしょう。キューバ人は無

料でやっている。（？） 

J)MSF の酸素燃料の契約はいつきれる？ 

H)４月で契約は終わって、今はストックが残っている。自分たち、他の協力で調達が必要。 

【外科の看護師長】Ms. FAUSTIN MD Romina（外科 看護師長） 

J)病棟看護師さんは？ 

H）７人看護師。１准看護師。 

J）ベッド数？ 

H)２４床 

J）利用率は？ 

H) ５０～６０％（外科＋整形）一般外科医２人の１人整形外科医。整形外科医は骨折だけ。 

 １人は金曜午後～月曜の朝まで。 

J）平均入院日数は？ 

H）症例によりけりだけど、合併症がなければ１日くらい。普通は５～６日くらい。開腹手術はも

う少しかかる。１週間とか１０日くらい。 

J)５０～６０％ならベッドは十分？ 

H)救急とかがあるから場所がないとダメ。 

J)８人で何床まで看れる？ 

H)６名入院病棟、２名が処置。２４床６名で看ている。きびしい。６名を交代制で看ている。常

に 24 床６名では看護できない。 

J)外科病棟以外で働いたことある？ 

H）病院のニーズによって、ローテーション。手術室や小児科や･･･。 

J)外来は？ 

H)同じ看護師が外来をしている。手術室の横に外来がある。 

J）どれだけの患者が来るの？ 

H)外科医の先生に聞かないとわからない。看護師は病棟とか動き回っているのでわからない。 

J)外来からの日帰り手術は？ 

H)６／week アテロームとか。これは手術室の話であって外科だけではわからない。一般の手術と



整形外科の手術室の２つは欲しい。小さな処置ができるような部屋（処置レベルの部屋）も

欲しい。外科の入院病棟は男女混合だから分けてほしい。子供用とか感染症とかで部屋を分

けたい。 

J)眼科用のオペ室があったけど・・・ 

H)ここにあるけど、分らない。アイケアと言う NGO があって、その NGO が眼科医に提供している。 

J)手術室内にあるけど・・・機材や看護師は？ 

H)きっちりわかれている。 

お互いに干渉はしない。彼らの事は考慮しなくていい。建て直したら場所をまた見つけるのでは？

MSPP の管轄だから・・・（アドミの意見） 

ジャクメルで唯一の眼科だから・・・。（看護師の意見） 

かつては援助もしてくれたらおいておいたけど、今新しく建て直すなら・・・（アドミの意見） 

眼科と耳鼻咽喉科が医療を行っている。 

J)よく使っている？ 

H)よく使っている。かつて保健省の方から眼科の Dr を送ってくれたけど、機材の準備ができなか

ったので、PAP に帰ってしまった。けど、今はやってくれるからありがたい。子供でも眼科

とか耳鼻咽喉科が必要だからとても助かっている。分かれているとはいえども、院内だから

コントロールが必要では？！（看護師の意見）整形外科の先生が明日の朝来るのであったら？ 

J)整形の先生はいつくるの？ 

H)木曜～土曜。唯一の整形外科医。救急も来てくれる。日本の協力で人材の支援はできますか？

機材の方は？ 

J)今は返答できません。機材の方はできそうです。 

H)CRC とも話を始めている。２人目の整形外科医が来てくれると助かる。どこかのドナーにお願

いした。MSF がいたときはできたけど、撤退してから困難。 

J)入院患者の食事はどうしていますか？ 

H)病院が準備している。栄養士はいないので考慮されていない。１食（昼だけ）。朝と夜は家族が

準備する。（ジャクメル病院への質問票回答と矛盾） 

J)どんなメニュー？ 

H)豆ご飯。たまに肉や魚。パスタとか。 

【内科看護師長】Ms. VEILLARD Marie Rosie 
J)入院日数は１０日程度の話ですが？ 

H)長期入院は２週間ほど。しばしば３ヵ月もある。 

J)どんな手術？ 

H)免疫不全の患者、お金もなくて家族のいない人。 

J) 長期入院患者(例えば 1ヶ月以上)は何人くらいいるの？  

H)だいたいいつも５人くらい。社会的困難な人は病院の前(入口の向かえ)に施設があるのでそこ

へしばしば連れて行く。もちろん、教会からも援助がある。 

J)CDC のコーディネーターの Dr はずっといるの？ 

H)HIV患者が内科に入院しているから、その Drがきているけど、一緒に病院の患者も見てくれる。 

J)レジデントが補佐、キューバの先生は男性だけ診察するが、この先生は男性も女性も診察して

くれる。キューバの先生も昨日の先生も情報を共有している。いつまでいるかは先生に聞か

なきゃ分からない。先生は CDC のほうだけど、今はボランティアとして手伝っている。レジ

デントは１人しかいないけど、その人は先生としてカウントできないから・・・・ちゃんと

した常勤はいないか？！JICA からも MSPP に医師が不足している話をしてほしい。 

  看護師の中で２８年くらい経験している人がいて老齢化が問題です。 

J)清掃について。 

H)５人の年取った人が掃除してくれている。（３人の女性、２人の男性。）男性は若いからよくや

ってくれる。病院の職員。 

J)機材の清掃は？ 

H)看護師長が他の人が触らないようにみている。看護師長が責任を持って管理をしている。 

【薬剤部】Mr. VITAL Chénel（主任薬剤師） 

H)薬剤部の責任者です。医薬品の管理を担当。薬局としてストラクチャルなニーズや機材的なニ

ーズを述べたい。ここの薬局の体制は先進国の基準に達してない。今ある薬局に新しい薬局



を作り上げたいと思っています。ハイチでは公務員の給料は非常に低くて大変。中央薬剤局、

中央とこの病院に要求したけど返事はなし。新しい薬局が建設されたら個別の部屋が欲しい。

個人の物や、机を置いてほしい。医薬品の管理として壁掛け式の温度計、棚ごとの温度を測

る温度計が欲しい。熱に弱い医薬品も直射日光で色が変色しまうものもあるので、金属製の

棚が必要です。ネット環境を整備して、PAP に送れるようにしたい。高いところのものを取

る脚立が欲しい。清潔見栄えがいいものがほしい。いくつか抗生物質が不足しているので欲

しい。クロロキンアモキシリン、エリトリニシンとか。 

J)今使っているのは？ 

H)ジャンタミシン、アンピシリン、ラモキシリン、エリトリミシン、シプロキシン、キニーネ（脳

性マラリア） 

デキストランなど。 

J)倉庫の中の輸液は？ 

H)エスプリサン(Esprit Saint)（公的機関）の組織が管理をしている。あの倉庫のもらったもの。

（？） 

地震の後いろんな NGO から提供してもらって使っています。 

J)ワクチンについて。 

H)コールドチェーンはある。担当ではない。 

J)調合はしている？ 

H)在庫が足りなくなると保健省の倉庫に発注して購入して、値段を提示して売っている。調剤は

していない。 

（調剤に関して、ジャクメル病院の質問票への回答と矛盾。） 

J)在庫の管理は？ 

H)薬剤の責任者が行っています。手で書いてまとめて入力している。入庫した日、期限切れとか。

シャネルと言うソフトに入力して管理している。 

J)薬剤師は何人？ 

H)（自分だけ）１人。あとは売るだけの人。 

J)病棟からのオーダーにはどうやって対応していますか？ 

H）以前は病棟から要請が来て納めていた。今は直接患者さんまたは家族が買いに来ている。 

【産科（助産師、Dr】Dr. BRISSAULT Jean Marie（産科医師）、Ms. VIELOT Marie Florence（助

産師長） 

H）Dr２人、助産師４。２名の産婦人科医。２人の看護師と２名の准看護師。 

 毎日働いている。当然ローテーションを組んでいます。夜勤と昼間とか。 

J)ベッドは？ 

H)１１床は一般。３床が陣痛用。 

J）通常分娩は何日入院？帝王切開は？ 

H)帝王切開は３日。一般は２４時間以内。それ以内で帰ってしまう人もいる。いっぱいだとでき

るだけ早く帰すようにしている。季節によっては１０～１５例／Day くらい。子癇とか出血

がある場合はもっと長い。 

J)今のスタッフで１４床対応は困難？ 

H)夜勤で患者のケアが必要なので厳しい。 

J)実際これ以上増えると厳しい？ 

H)今既にそうです。ただし、ニーズにこたえる為にはベッド数が足りたいのも事実です。分娩後、

ベッドがない時には椅子に座って休んでいます。 

J)低リスクの患者は近くの病院に回す？ 

H)そうしたい。自宅で分娩する人は産婆さんを頼んでしまう。 

J)家庭分娩は何％？ 

H)８０％の女性が自宅分娩 

J)なぜ？ 

H)妊娠しても一回もここに来ない人もいるし・・・。検診に来ない人もいるし・・・。自宅です

る伝統がある。出産について近代化を進めているがうまく伝わっていない。アルチビニート

県では自宅分娩をする人は TBA の立会でする。この TBA は病院に登録し、研修を受けている。

その県だけで残りはうまくいっていません。それが大きな問題。あとはお金の問題。検診に



も出産にも産後検診にもお金がかかる。TBA を雇えば出産のときだけ払えばいいだけ。アル

チビニート県の TBA は経験も技術も確認されているけど、他の県では技術が確認されていな

い。社会的な背景として、医者が怖い妊産婦がいる。また町に行くのを怖がる人もいる。地

理的な問題もある。山岳部に住んでいて離れていて行けない。来る時に一緒に乗ってくる人

が怖い人もいる。保健センターとかで出産するに当たって問題が起きた場合は、こちらから

引き取りに行く。市町村にワーカーがいて、問題がありそうな出産がありそうな場合はこち

らに来てもらうようにする。 

J)分娩台が３台だけど足りている？ 

H)足りない。分娩台があいてなかったらベッドの上でしてもらうくらい。状況も不十分。出血の

ある人は他のところで処理しなければならないけど、全て分娩台で対応している。 

J)何台あればいいと思う？ 

H)１台新しいものがあるけれども置くスペースがないので置けてない。５台くらい欲しい。今の

３台でもスタッフの人数は足りない。産科に求められているようなスペースがない。陣痛の

部屋、子癇を起こした人、術後の人、これから手術を受ける人のところ、通常分娩の人と分

けるべきだと思う。 

J)分娩台を３つ以上にしても対応できない？ 

H)そうです。産科は分娩だけじゃなくて、卵管結紮のような不妊手術もしている。 

３名の麻酔科医２名の看護師、１名の Dr. 

J)出産は全て Dr? 

H)すべて Dr ではなく、助産師も取り上げる。 

J)難産で鉗子が必要なときはある？ 

H)吸引器でやっている。鉗子は金属製で、新生児の頭に外傷をつける恐れがあるので、すでに生

れかかっていて、さらに手術の準備も間に合わない救急性がある場合はやむを得ず使う。吸

引器がある。できれば鉗子よりも吸引器を使う。 

J)平均外来診察は？ 

H)約３０/日。産前検診も含めて。ほとんどがこれ。医師、もしくは助産師で午前中だけ。通常、

産前検診は助産師が担当。問題がありそうなときは医師。４人の助産師とは別に３名別に産

前検診用の助産師がいる。 

J)エコーは何台くらい必要だと思う？ 

H)１つは備え付け。あとは移動用。２台欲しい。逆子が分かれば事前に帝王切開の準備ができる。

最低２台。１台外来用。もう１台外来用。モニタ。ドップラーを数台。とくに産前検診用。

蘇生の機材。新生児の蘇生用。鼻に詰まったものを吸い取るもの。吸引がない。 

J)新生児は？ 

H)場所がないから小児科で見ている。 

「新生児」という考えが最近でてきた。本来は産科を診る先生が小児科を診ている。この病院も

そうありたい。 

通常出産の場合、赤ちゃんはお母さんの隣で寝ている。出産後１０分後。 

J)保育器に入りそうな出産は？ 

H)大げさにいえば１０％。 

【外科の先生】Dr. KOENIGMARK Victor（一般外科医） 

J)一般外科と整形と分かれていますね？ 

H)はい。 

J)完全に分かれていますか？ 

H)一般外科の人は整形の手術はしない。 

J)年間全身麻酔の手術は？ 

H)ヘルニアとかは局所。開腹手術だけが全身麻酔。全身麻酔は 1~2 例/月。 

麻酔の機械が壊れている。本当に必要な場合は PAP。麻酔をかける専門の麻酔は金曜しか来ない。

本当に必要な時は金曜に手術の計画を立てる。その他は PAP へ。電気メスは大丈夫。メス先がな

いから滅菌して何回も使いたい。ディスポーザブルじゃないもの。 

J)手術台は今の人員で何台必要だと思う？（産科、整形、外科と一緒だけど） 

H)今、１室１台。一般外科、整形、産科で３室必要。 

J)正看護士３名。准看護師が１人。この人数でこのベッドは多い？ 



H)全く十分ではない。まずはスタッフが足りない。今の人数じゃ対応できない、手術の数として

も２４床じゃ足りない。 

J)どんな機材があったらいろんな手術できるの？どんな機材が足りない？ 

H)検査系、Cr（クレアチニン）肝臓数値などの採血検査。内視鏡検査、腸の内視鏡検査、バリウ

ムもできない。CT。 

J)内視鏡にはトレーニングが必要だけど、あなたは指導してできますか？ 

H)自分がまずはトレーニングを受けて、他の人に教える。特に内視鏡、腸の内視鏡とかは必要。

エコーは使える。 

J)もし、エコーがあれば、どれくらいの頻度で使いますか？ 

H)場合による。症例に従って使うと思います。 

J)そう言う症例はある？ 

H)あります。腹部腫瘍で手術をするかどうかとかの判断に腹部エコーは必要。 

J)内科とかとの共有でもいい？ 

H)はい。移動用だと患者が動かなくてもいいからいい。 

J)外来診察は？ 

H)週１回水曜だけ。 

J)どんな患者が来るの？ 

H)１０～１５人の患者が来る（１日）。ヘルニア、水瘤、脂肪腫、など・・・。 

J)脂肪腫はその日に手術する？ 

H)日帰り手術をします。手術室は使います。小さな部屋もないから、手術室を使う。 

J)手術のレベルは？ 

H)尿道結石とか、腹部腫瘍でしばしば悪性もある。手術できるレベルなら、ここでするけどでき

なければ家族に話してその後の治療にかわる。前立腺とかもある。 

【救急外来 Dr.Ns】Dr. GASPARD Sem（救急科一般医）、Ms. BENJAMIN Marie Thérèse（救急科看

護師） 

J)職員の体制 

H)医師３名（一般医）、看護師３名、７人准看護師。救急外来だけの医師。 

８：００～１６：００はレジデントが担当。今は１人しかいない。１６：００～８：００までの

勤務。（２交代） 

J)どんな症例？ 

H)骨折、高血圧による発作、喘息性発作。脳卒中。 

J)どれくらいの症例ですか？ 

H)脳卒中、脳出血とか脳梗塞など、入院患者全体の１４％くらいだと思う。 

外来数は、救急外来で２０名。一般外来で４０名。自分は個人のクリニックでもやっている。 

J)救急外来はテントですよね？ 

H)交通事故はテントの下。向かいにあるところは脳卒中とか。 

J)救急外来でできる処置は？ 

H)最低限必要な手当てをして落ち着くまで待って、整形外科医などを呼んで相談をする。 

J)救急外来だけでは処置しないの？ 

H)包帯とか縫合とは・・・あとは状態が安定するように処置する。脱臼をもどす。 

J)もし機材や検査があればあなたは何ができますか？ 

H)救急外来専門ではないのでどういうころができるかは・・・・。 

J)救急サービスは？ 

H)いくつかの救急車はあるけど、設備はそろってなくて、救急輸送システムはない。 

J)患者は自力で来ているの？ 

H)家族が搬送する。 

J)処置の後の観察室はあるの？ 

H)２床あるけど、十分ではない。 

J)緊急医療で南東県以外の場所から来るの？ 

H)来ない。 

J)南東県の東の方で起こった場合は？ 

H)国境の近くならドミニカに行くことも・・・。 



自分の勤務体制は８：００～１６：００まで自分のクリニック。それ以降はジャクメル。 

J)ジャクメル病院の問題点は？ 

H)何の表示もない。患者が来てもどこに行けばいいのか分からない。救急専門性をもった人も麻

酔科医もいない。クレージーだ。 

J)何科が必要？どうして？ 

H)泌尿器科。尿路結石とそれから生じる合併症。一般では診察できない。石を取る手術をしなけ

ればならいことがしばしばあるから。 

J)緊急性はない？ 

H)尿管結石で搬送されて薬剤投与して落ち着いたら外に出てエコー検査をし、診断のためにもど

ってくる。今はここでもできる。 

J)脳外科医がいなくて不安？ 

H)CT がないから、開頭もできないし。 

追加で・・・ 

１．心筋梗塞の診断のために心電図を取りたい。 

２．DC が欲しい。 

【血液センターNs】Ms. ROSE Josette Seche（輸血センター看護師） 

H)モルグの向かえにあるかつての赤十字の建物。 

J)どんな体制？ 

H)１人 Ns。２人の技術者。人が足りなくて２４時間体制でやっている。朝夜でやっている。 

J）病院の管轄？ 

H)PEPFAR の協力でできて、南東県の保健局に所属。基本的には病院とは関係ない。大きな目で見

れば保健省の組織。 

J)仕事は？ 

H)必要な時に学校とか協会とかで献血者を募る。それでもいないときは、身内の方から献血者を

つのる。 

J)身内からは大丈夫なの？ 

H)できれば１００％ボランティアの献血。家族だと問題が生じるのでボランティア輸血が最良。

病気とかないか調べて、血液をストックしている。 

J)献血の量は十分？ 

H）不十分です。量が全然足りない。献血者が少ない。コニュニティーと連携している。 

J)３名は全く足りないですよね？？？ 

H）自分だけが啓蒙活動も採血もしなければいけない・・・・。 

J)MSPP から助けは来るの？ 

H）ない。 

J）ジャクメルでの血液センターはここだけ？ 

H)はい。 

J)一週間にどれくらい？？ 

H)８～１０パック袋 

J)ほとんどこの病院しか使わない？ 

H)はい。産科で使います。全血です。成分輸血はない。成分の要望はない。技術的にはできるけ

ど。 

J)採血した検査はここでやっている？ 

H)ちょっとサンプルを取って PAP に送る。HBV、HCV・・・ 

J)冷蔵庫の数は？ 

H)２冷蔵庫（太陽光と電気）、１冷凍庫、１インキュベーター。 

J)足りない場合は PAP からもらうシステムはあるの？ 

H)その場合は PAP に聞くこともある。レオガンとか近くの町にも尋ねます。 

 



ジャクメル病院 各科 ヒアリング議事録 （第二次調査） 

 

8 月 1 日（月）13:25～15:40 病院会議室にて 

参加者：藤沼、木村、三浦、錦、鈴木                
CRC): Mr. CHHETRY Laxman (Conseiller Principal, Abri de la CRC) 

Mr. VAUGOM Stéphane(Coordinateur de Construction de la CRC) 
Mr. BALDE Thierno(Health Program Manager) 

Hospital): Mr. WILKING François (Administrateur) 
Dr. OCCELAS Claude-Ernest(Médecin responsable du Service d’Urgence) 
Ms. EDNA Alexandre(Infirmière responsable (a.i.) du Service d’Urgence) 

Ms. VIELOT Marie Florence (Sage-femme responsable de la Maternité) 
Ms. DESVALLONS Claudette(Infirmière responsable de la Pédiatrie) 

Ms. AUGUSTIN Nadege(Infirmière de la Chirurgie) 
Ms. PAUL Marjorie(Secrétaire de la Direction Médicale) 

 
目的：概要説明及び各科ごとの詳細説明（部屋のレイアウトと機材） 

【概要説明】 

・５月の調査後の結果説明、工程説明。 

・CRC と協議をすすめ、協力をして実施する。（予算範囲内で有効な整備を計画する。） 

・この２日間で各科に詳細な説明を行い、要望を聞きたい。 

・Phase1,2,3 の説明(Phase2 までに 5年間くらいはかかる。150 床。) 

・十分な土地がないので、全てを一階建てにするのは難しいので２階建てを計画。 

・日本の医師と CRC と協議の結果、２階には小児病棟（小児の搬送は容易）と産科病棟（妊

産婦は病人では 

 ない）、分娩病棟。 

・階段やスロープを設置。 

 

【各科ごとのインタビュー】 

13:45～ 産科、小児科  Ms. VIELOT Marie Florence(Sage-femme responsable de la Maternité) 
                       Ms. DESVALLONS Claudette(Infirmière responsable de la Pédiatrie) 
＜建物＞ 

・２階に小児科と産科、分娩を作る。（配置の詳細説明） 

H)大体何部屋くらいにわかれますか？ 

J)20 床です。 

H)新生児は？ 

J)10 床。外来部門は作りません。外来は Phase2 で作る予定です。 

H)産科外来の診察室も頼みましたが、それはありますか？ 

J)普通の診察は外来で行うが、病棟にも診察室がある。 

H)病棟のセパレーションは必要では？（入院） 

J)もちろんカーテンをします。 

H)子癇が残った場合の隔離したところがほしい。 

J)隔離した部屋ですか？ 

H)妊娠中毒症や子癇した場合は以前、別室を使用していました。 

 現在は場所がないので、今のところで行っていますが、本来は子癇を起こした人は光が

駄目だから、専用の個室がほしいです。 

J)ベッドはいくつ必要ですか？どれくらいの部屋が必要ですか？ 

H)５人が一緒になってしまったときがあるから・・・最大で５つほしいです。 



J)スペースはあります。現在つめれば５床。ゆったりで３床の場所はありますが。これで

作ってみましょう。 

H)待合室は？ 

J)外に広いスペースがあります。屋根もあります。家族はそこでゆったりと待つことがで

きます。 

子供たちが遊べるような場所でもある。 

H)一階には無理ですか？ 

J)スペースがありません。無理ですが、子供たちがいるので、セキュリティーの面でも、

２階の方が天井も高いので、２階の方がいいと思います。もちろん、女性もセキュリテ

ィーの問題として２階の方がいいと思います。 

H)登るのが大変な人もいると思いますが？ 

J)スロープと階段があります。 

 ＜機材＞ 

H)酸素に関してはボンベですか？濃縮機ですか？ 

J)ボンベを考えています。 

H)血圧計は女性用？ 

J)大人用です。 

H)壁掛けタイプではないものがいいです。動かせるものがいいです。移動型。 

 点滴スタンドは動かせるものですか？台数は分娩台に対して１台？部屋に？分娩台１台

に対して１台ほしい。 

J)動かせるものです。要望はできるだけ反映できるようにします。 

H)検診灯は動かせるものですか？ 

J)動かせるものです。LED を考えています。 

H)分娩監視装置、ドップラーはできれば２台ほしいです。陣痛室が２つあるので。 

J)こちらにあるようなタイプのものを考えています。 

 エコーに関しては今聞いてもいいですか？誰に聞けばいいのですか？ 

H)産婦人科の先生に聞いてください。タイプですか？ 

J)超音波を２種類入れようと考えています。１台はいろいろな部分の診察ができるように、

産科に入れるものは 

胎児を見るだけの単純なものを入れる予定です。 

H)移動型のものがほしいです。 

J)ポータブル？モバイル？ 

H)モバイルがいいです。 

J)白黒です。日本でも白黒です。 

J)ナースステーションの机・椅子、ベッドなどの説明です。（カタログをみせながら） 

H)大丈夫です。 

 

14:22～ 小児科の説明 

＜建物＞ 

・配置の詳細説明 

H)トイレは大人も使えますか？ 

J)はい。職員は職員用のトイレがあります。 

H)外ですか？ 

J)屋根でつながっているところです。小さな職員用のトイレも１つは作ってあります。１

つでは足りないと思うので。 

 特別な要望はありますか？ 

H)できれば栄養失調の子供のために１部屋ほしい。 

J)どんな部屋ですか？ 



H)隔離した部屋です。 

J)隔離病棟を利用することはできますか？１部屋に１床。 

H)８～１０床くらいいるでしょう。感染対策の部屋なのに栄養失調に使ってしまうと本当

の感染症の子に使えなくなってします。 

J)７床の部屋の天井を高くして１つの病棟にしましょうか？ 

H)そちらのほうがいい。けど普通の子の１１床は少なすぎる。 

J)小児科病棟の隣に病棟を作るのでその時に、小児科病棟を増やすのも案として、今は 7

床栄養失調児用。11 床を普通の子用にして様子をみましょう。今のところは 20 床で。 

 どうして栄養失調を隔離する？ 

H)特別な看護が必要なので。栄養の与え方とか。 

J)手洗いとかはつけますが、特別な設備は必要ですか？ 

H)ちょっと隔離したような、ミルクを作るところ。 

J)ちょっとしたキッチンを作ります。（ナースステーションのところ） 

H)栄養失調の子供のところ？栄養失調の隣の部屋は一般の子？ 

J)そうです。 

H)最高で２０人くらいになるのですが。 

J)将来増築するときに、今の新生児室を専用のものに移動させて、そのスペースを病棟に

変えることも１つの案でしょう。 

＜機材＞ 

H)子供用のベッドが 15 床になっていますが？ 

J)大人用 13 ベッド＋隔離病棟 2ベッド。子供用のベビーコットを 5床で考えています。 

H)隔離病棟１部屋につき２床はおけない？同じ破傷風とか、結核とか･･･ありますが。 

J)それでは隔離にはならない。 

H)病棟への受付がほしいです。 

J)家族の診察室で子供の診察も可能。 

J)病床数はあまり増やせないが、新生児室を移動させてスペースを作ります。 

H)医師用の部屋はありますか？ 

J)それは作ります。 

広めのナースステーションを作るので、将来的に病床にもできるでしょう。 

 

15:00～ 救急部門  Dr. OCCELAS Claude-Ernest(Médecin responsable du Service d’Urgence) 
                   Ms. EDNA Alexandre(Infirmière responsable (a.i.) du Service d’Urgence) 
 
J)Dr. Gaspardは今日いないのですか？彼は責任者ですか？ 

H)今日はいません。彼は責任者ですが、彼がいないときは私が責任者です。 

J)どんなシフトですか？ 

H)2 人で 24 時間です。ローテーションもないです。 

J)CRC かは Dr. Gaspard は病院で生活していると聞きましたが本当ですか？ 

H)そうです。ぼくもです。 

J)CRC の評価では救急部門の評価が高く、今回救急部門を整備することとしました。 

 （配置説明） 

J)建物に対して何かありますか？ 

H)もしできれば、観察室のベッド数を増やせませんか？できれば、倍の数がほしいです。 

なぜなら、状態が落ち着くまで待たせる場合があります。入院するほどでなく、そこに

しばらくいれば帰れるような患者の場合です。 

J)４床しかベッドはありませんが、スペースはかなり広いので、ベッドを置くことも可能

です。 

同じような広さの処置室もあります。 



 処置室と観察室には壁は必要ですか？ 

H)何人か隔離が必要な場合もありますが。 

J)壁ではなくカーテンではどうでしょうか？ 

H)いいと思います。 

J)カーテンの位置は処置室を２つに分けるカーテン、処置室と観察室を分けるカーテンを

予定していますが、観察室のベッドをそれぞれわけるカーテンは必要ですか？ 

H)それは性別によりけりです。カテーテル交換の時などは、見えないような分離した部屋

が必要。匂いもありますが、カーテンで十分です。 

けれど、２床程度はカーテンではなくしっかりと分離できるような部屋がほしいです。 

J)観察室に小部屋を作りますか？ 

H)そうです。１部屋完全に分離できるように。 

J)大きさは？ 

H)十分です。３床看ていて重篤した場合にも使用できます。 

H)もう少し部屋を小さくしてもいいので３つ診察室がほしいのですが、できますか？ 

J)できます。 

H)今のでは大きすぎます。ベッドを机と椅子さえあれば十分です。診察台、事務机、椅子

くらいです。 

 処置室や観察室に行く前に、診察室に長く患者がいる場合があるので、医師２人でも３

室ほしい。 

J)処置室を少し縮めていいですか？ 

H)大丈夫でしょう。 

 

＜機材＞ 

J）診察台、医師用机・椅子、処置台（上下可能）、除細動器、患者モニタ、主な機材は以

上ですが他に何か必要 

ですか？ 

H)血圧計は動かせるものがいいです。 

 血圧計はアネロイド型がいいのでは？２種類あればいいんですが。 

H)職員用のトイレ、患者用のトイレはありますか？ 

J)（位置の説明） 

J)緊急用の手術器具セットはこれでいいでしょうか？ 

H)大丈夫でしょう。 
 



議事録 
8月 2日（火）11:40～ 病院会議室にて 

参加者：藤沼、木村、三浦、錦、鈴木                 
 Hospital):Dr. LUC Antoine(Directeur Médical),                 

Dr. CHARLES Evelt(Pédiatre),                 
                                 Ms. GAY Wenide(Infirmière responsable de la 

Médecine Interne) 
Ms. LAFOND Christie(Infirmière représentante de la Salle d’Opération), 

Ms. AUGUSTIN Nadege(Infirmière de la Chirurgie),  
Mr. VITAL Chénel(Pharmacien responsable),  

Mr. LIDORE Augustin (Responsable de la Radiologie),  
Mr. JOSEPH Rodney(Technologiste responsable (Laboratoire)) 

Ms. PAUL Marjorie(Secrétaire de la Direction Médicale) 
 

目的：概要説明及び各科ごとの詳細説明（部屋のレイアウトと機材） 

 

【各科ごとのインタビュー】 

12:05～ Ms. GAY Wenide(Infirmière responsable de la Médecine Interne)  

J)心電図検査室に心電計を置く予定です。診察台、汚物缶、医師用机・椅子、洗面器。特

に重要なものは心電計ですが、このようなものでいいでしょうか？12 誘導の心電計を予

定しています。 

H)隔離室は？ 

J)CRC が予定をしています（Phase2）。CRC の計画が遅れているので、次回お願いいたしま

す。 
 
12:15～ Mr. VITAL Chénel(Pharmacien responsible) 
＜建物＞ 

・建物の説明 

J)大きな部屋を区切った方がいいでしょうか？ 

H)24 時間体制なので、仮眠がとれるような部屋でしょうか？1、2部屋くらい職員の部屋が

ほしい。 

なぜなら午前午後夜間３交代で働いているので、仮眠がとれる部屋がほしい。 

J)現在、職員の部屋と会議室があるので、それを３部屋に分けることは可能です。 

H)薬品ストックする場所が必要なので、そちらを優先してください。 

J)大きな部屋は 13mx6m あります。大きな部屋を区切った方がいいのか？キャビネットを置

いた方がいいのか？ 

H)金属製の棚を取り付けてほしい。部屋として分ける必要はない。光と暑さから医薬品を

守る、空調のきいた部屋が欲しい。 

J)日本では大部屋を作って金属製の棚を置いています。 

H)できれば、いただいたものを自分たちで取り付けて場所を決めたい。 

J)機材の棚の個数を今決めないといけません。 

H)棚の長さとか幅がわからないと個数がわからない。 

J)金庫みたいな薬品保管庫がほしいとおっしゃいましたが、金庫に入れなければならない

薬品は扱っていますか？ 

H)麻薬や向精神薬があります。今は鍵付き棚に入れていますが、しっかりしたものがほし

い。 

J)職員の方が休めるような場所と言いましたが、仮眠がとれるようなベッドが必要です

か？ 

H)ベッド１つ付きの仮眠のとれるような部屋がほしいです。できれば空調のある部屋が欲



しいです。 

J)薬品棚、薬品冷蔵庫、作業台を考えています。チーフの部屋にはワードローブや医師用

机・椅子などを配置する予定です。 

H)ラップトップ型のコンピュータがほしい。 

J)相談させてください。 

H)しっかりと鍵のかかる金属製棚。冷蔵庫はカタログのようなものでいいです。 

J)薬品棚はたくさん置けるようなものがいいですか？ 

H)ケースごとおくものもあるので、より耐用性のある棚がほしい。 

J)薬品専門でいれるような棚は必要ですか？ 

H)木製ですか？金属ですか？ 

J)金属です。 

H)３段ではなく天井まであるような棚がほしい。薬品がたくさんあるので。後は鍵のかか

るロッカーです。 

H)シャワーはつけられますか？ 

J)必要ですか？１つでいいですか？ 

H)必要です。１つでいいです。 

J)先生の部屋にはトイレがありますが、スタッフの部屋はシャワーだけでいいですか？ト

イレを作ると汚くなってしまうので、外を使っていただければと思います。 

H)ベッドとシャワーがほしいです。トイレは要りません。 

J)患者から診療費を集めていますが、金庫の中で保管しているのですか？ 

H)薬局の中ではなく、薬局の隣に３つのキャッシャーがあります。そこで払っています。 

 薬局には薬を買いに来る人もいますが、カルテの支払いは別のキャッシャーに支払いま

す。 

 薬局とキャッシャーは別です。 

 引き出しが付いたような書類整理棚がほしいです。 

J)窓口は１つしか予定していませんが、窓口は２つ必要ですか？ 

H)２つあった方がいいです。 

 

＜秘書からの質問＞Ms. PAUL Marjorie(Secrétaire de la Direction Médicale) 

H)夜間、日中、病院の安全を管理するガードマン用の建物は考えていますか？ 

J)新しい外来を作ったときに現在の外来をそういった目的に使う事ができるのではないで

しょうか？ 
 
12:40～ Mr. JOSEPH Rodney(Technologiste responsable (Laboratoire)) 
J)４つの検査室を計画しています。生化学室に、生化学分析装置とその付属品を計画して

います。 

（機材リストの確認） 

H)寄生虫の検査室がないのですか？便を調べます。 

J)これを一つ付け加えます。 

H)血清 HIV は？ 

J)現在 CDV の部屋があるので、そちらを使用してください。 

H)今狭い部屋でやっているので、新しい建物ができるならば別にしてほしい。以前は血清・

エイズ HIV に関するラボはその他のラボと同じにあったので。 

J)機材についてはどうですか？これらは１つのターゲットです。 

CDV に入っているモデルとは違うが、このような血球カウンターも考えています。 

血沈台、セーフティーキャビネット、インキュベーターも考えています。 

H)自動のものがほしいです。検査時間も短くなるし、手間もかからないので。あとは問題

ないです。 



J)生化学分析装置は使用したことがありますか？ 

H)ないですが、一応研修を受けたことがあります。 
 
12:55～ Mr. LIDORE Augustin (Responsable de la Radiologie) 
＜建物＞ 

H)問題ないです。 

J)放射線技師長の部屋は目の前にトイレがあるので、部屋の中にトイレを作る予定はあり

ません。 

H)やっぱり欲しい。 

J)放射線技術者室を読映室として作りますか？ 

H)暗室の隣に放射線技術者室を作ってほしい。 

＜機材＞ 

J)フィルムはあの部屋に保管してあるのですか？ 

H)場所がないので暗室に置いてあります。 

 放射線防御器具というのはどういうものですか？ 

J)鉛の入ったプロテクターを考えています。 

H)レントゲン室は壁に鉛を入れるようなものですか？ 

J)鉛は入れませんが、コンクリートで作ります。大丈夫です。 

J)放射線は 2台入ります。１台は現在使っているような機材です。 

 もう１台は天井走行するような機材を考えています。 

H)暗室も２室欲しい。 

J)日本でも 1室ですが。 

 回診型レントゲンを操作室において、他の診療科が使うときに持って行って使う予定で

す。 

C)暗室は 1室でいいです。 
 
13:10～ Dr. CHARLES Evelt(Pédiatre) 
 

・昨日の小児科看護師との協議内容の確認（分娩と、産科、小児科を２階にする予定） 

H)エレベーターはないのですか？ 

J)ジャクメルにはエレベーターがないので、誰もメンテナンスができないと思います。 

H)将来的にエレベーターができるようなスペースはありますか？ 

J）あります。 

H)パーキングは？ 

J)あります。 

J)ベッド数は現在と同じです。職員数がぎりぎりの状態で運営されているので、これ以上

ベッドを増やすと運営が難しいと思われます。ニーズはたくさんあると聞きました。20

床については MSPP と同意されているので現段階では変更できません。しかし、将来的に

は増床できます。 

H)新生児室と産科との関係はどうですか？ 

J)近い位置にあります。 

H)何分くらいでいけますか？ 

J)6m くらいなので、1分程度ではないでしょうか。 

H)新生児室１０床と言いましたが、保育器はいくつの予定ですか？ 

J)２台の予定です。 

H)保育器の方がベッドよりも場所をとりますか？ 

J)そんなことはないです。 

H)新生児室は 2床が保育器で残りが新生児ベッドだとして、その後回復のための観察する



部屋が必要だと思いますがどうですか？ 

J)特に考えていません。今考えていることは、現状のマンパワーでできる範囲を考えてい

ます。 

H)保育器を出たばかりの未熟児を看る部屋がほしいです。 

J)10 床の部屋を分けることもできますが。 

H)食事がうまくとれない患児が 10-15 人くらいいます。蘇生４床、集中１０床、予後の介

護 10 床。を考えています。10 床を 5床 5床に分けることでもいいです。 

J)医師の部屋は大きめに計画していますが、半分の大きさにすることはできますか？そし

たらそのスペースを使う事が出来ます。 

H)新生児室に入るために着替える場所は作られていますか？ 

J)現在は作られていませんが作ることは可能です。必要ですか？ 

H)必要です。 

J)医師の部屋を少し小さくすることは可能ですか？ 

H)はい大丈夫です。 

J)現在の病床数は 20 床ですが、将来的に増床できるスペースは十分あります。全部で 25

床になります。しかしながら、最初は２０床しか予定していません。 

H)栄養失調の子供についてのスペースは？ 

J)それは、２０床に含まれています。最大７床くらいあります。 

 少し場所が狭いので、蘇生４床、集中１０床、予後の介護 10 床は難しいかもしれません。

予想では、蘇生４床、集中 6床、予後の介護 6床くらいでしょうか。 

＜機材＞ 

J)ベッドは？ 

H)170cm でいいです。 

 新生児はゆりかご式がいいです。 

J)ベビーコットでいいですか？ 

H)そちらの方がいいです。 

J)処置台、シリンジポンプ、輸液ポンプなどを考えています。 

H)酸素の供給については変わらずボンベですか？ 

J)ボンベの予定です。 

H)各部屋に酸素の倉庫があってボンベを持ってくることになりますか？ 

J)はい。 

H)吸引は壁ですか？ 

J)違います。 

H)酸素ボックスに最低酸素流量 8L/min くらい必要です。 
  
13:55～ Ms. LAFOND Christie(Infirmière représentante de la Salle d’Opération) 
・建物に関しての説明 

＜建物＞ 

H)休憩室は１つですか？ 

J)はい。 

H)掃除する人の控室は？ 

J)それは別で滅菌室があるので、滅菌する人と掃除する人が同じような部屋になると思い

ます。 

H)それは違います。 

H)除洗したあとの機材はどこに置きますか？ 

J)汚れた部屋、滅菌後の機材入れ倉庫があります。 

H)回復室は？ 

J)３床あります。 



J)やはり、清掃する人の部屋は必要ですか？ 

H)はい。看護師の近くに部屋が必要です。 

J)更衣室は看護師と同じでいいですか？ 

H)違います。別の部屋です。掃除の人は休憩室で着替えます。 

J)休憩室で着替えることはできません。手術室に入る人は、着替えてから手術室に入るよ

うにしています。 

 男子と女子のみ分けていますが、職種では分けていません。 

H)わかりました。 

J)更衣室、トイレは男女別で、職種別にしないということでいいでしょうか？ 

H)わかりました。 

J)休憩室は別に作ります。掃除婦は何人ぐらいいますか？ 

H)４人です。 

J)手術室１室で４人ですか？ 

H)１日１人働いています。 

J)手術室２部屋になるのでそれでは人数が足りないと思いますが。 

 その他の要望は？ 

H)滅菌した以外の機材を置く場所は？ 

J)日本では昔は倉庫を作っていましたが、今はオープンに置いています。 

 大きな部屋があるので、そこにキャビネットなどを置いて機材を置くといいと思います。 

H)小児科や産科からは離れていますか？ 

J)離れていません。 

H)外科病棟は？ 

J)Phase1 ではなく Phase２で建てる予定です。手術室の隣です。 

H)人の増員は？ 

J)現在 MSPP で検討しています。 

H)増員は日本側で負担してくれるのか、MSPP なのか？ 

J)先週 MSPP との協議で建物は日本側が建てる。ハイチ側が医療サービスを実施するという

ことで同意しました。 

 職員の人たちからも増員が必要だという事を強く訴えてほしい。 

 ハイチ政府はそれを実施してくれると言っています。 

H)今回のプロジェクトは長期的なプロジェクトとは言えないのですね。 

J)はい。しかし、今後、日本はこの病院をモニタします。したがって、もし増員しなけれ

ば、約束を守らなかったという事で、MSPP に再確認することができます。 

 

＜機材＞ 

H)手術灯は天つり型ですか？ 

J)そうです。LED です。１０年間きれないようになっています。 

H)産科とか小児科とかで手術が必要な場合にすぐにわかるようにインターフォンがほしい。 

J)どこに必要ですか？手術室受付と、産科小児科をつなげばいいですか？ 

H)分娩と小児科のナースステーションと手術の受付です。もし可能であれば、産科病棟と

分娩２つ欲しいです。 

J)もし使うなら２か所つけます。たくさんあると混乱します。 

分娩と、検査、手術室の３か所にします。本来は救急も必要ですが、近いので作りませ

ん。 

J)麻酔器は何のガスを使っていますか？ 

H)麻酔医に確認してください。通常毎日来ています。 

H)胎児ドプラーが手術室にも必要です。 

J)検討します。一応分娩室にも２つあります。 



H)手術室にも必要です。２部屋あるので２つ欲しいです。 

J)移動可能なので１つでいいですね。 

H)はい。 

J)（器具の確認） 

H)ケリーのようなものが全セットにほしい。 

 掻爬キットはありますか？ 

J)吸引分娩装置はあります。 

H)手術室に１セットくらいは必要です。 

J)検討します。 

 心電図ケーブルは AHA を使用していますか？ 

H)わかりません。 

 

14:40～ Ms. AUGUSTIN Nadege(Infirmière de la Chirurgie) 
・建物の説明 

H)Phase1 に外科病棟はないんですね。 

J)はい。手術部門はいろいろな科が使えるようになっています。 

H)産科が使っているときに他の手術ができないことがしばしばあるので、いくつか欲しい

です。 

J)現段階では日本が着工したら CRC がすぐに着工すると言っています。したがって完成は

１年遅れるくらいだと思います。手術部門を先に作らないと、今の手術室の移動ができ

ないため。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 地質調査結果 
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A. Results of field tests 

1. Deep core drilling 

The boring results are appended to this report (see Appendix A) as a lithological cut along 

the SPT diagrarn. The SPT diagrarn gives SPT values in abscissa and ordinate the depth in 

meters. 

The tables on the next page give synthetically the subsoillithological cut obtained企om

the identification tests performed on sarnples from the crossed layers. 

Table #1 -Boring lithological cut I SI 

DEPH THICKNESS GEOTECHNICAL NAME I Class SPT value 
(M) (M) CONSISTENCY STATE AND COMPACTNESS LPC 例)

0.0 to 1.80 1.80 
Topsoil and blackish brown fill -

1.80 to 3.70 1.90 silty aggregate of dense compactness GL 39 to 50 

3.70 to 5.20 1.50 Clayey sand of very dense compactness SA 50 

5.20 to 15.00 9.80 silty sand of dense compactness SL 4lto 50 

Table #2・BoringIithological cut I S2 

DEPH THICKNESS GEOTECHNICAL NAME I Class SPT value 
(M) (M) CONSISTENCY STATE AND COMPACTNESS LPC 例)

0.0 to 1.50 1.50 Topsoil consisting of clay-sandy aggregate -

1.50 to 6.50 5.00 
clayey aggregate of medium to dense 

compactness 
GA 12 to 50 

6.50 to 13.00 6.50 
Silty sand of dense to very dense compactness 

SL 23 to 50 

13.00 to 15.00 2.00 Little plastic clay of medium consistency Ap 31 to 33 

• Recons川 clion0/ Jacmel hospital N/Ref. : DT/CG/cg/ll/21偽O 11 
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Table #3・BoringIithological cut / S3 

DEPH jT凹c。m置) ss GEOTECHNICAL NAME I Class SPT value 
(M) CONSISTENCY STATE AND COMPACTNESS LPC (N) 

0.00 to 1.20 1.20 
Topsoil with of little consistent aggregate . 

clay 

1.20 to 8.80 7.60 
Clayeyaggregate of medium to dense 

compactness 
GA 8 to 50 

8.80 to 13.00 4.20 Clayey Sand of medium compac加ess SA 28 to 39 

13.00 to 15.00 2.00 Little plastic silt of medium consistency Lp 15 to 36 

Table #4・Boringlithological cut / S4 

DEPH TH1CKNESS GEOTECHNICAL NAME I Class SPT value 
(M) 。。 CONSISTENCY STATE AND COMPACTNESS LPC (附

0.00 to 1.20 1.20 Topsoil with little consistent silty clay . 

1.20 to 4.00 2.80 
Clayey aggregate of medium to dense 

compactness 
GA 4 to 50 

2.80 to 13.00 10.20 Clayey sand of dense to very dense SA 31 to 50 

compactness 
13.00 

2.00 
Silty aggreg剖eof medium to dense 

GL 21 to 50 to 15.00 compacむless

IV. LABORATORY TESTS 

During the site visit， soil samples were collected with a split corer meeting the 
st佃 dard requirements of standard penetration test. 
The subsoil nature did not allow the tak:ing of undamaged samples for 
mechanical testings in laboratory. 
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A. Testing Program 

In order to determine the physical characteristics of the different crossed layers， the 
following laboratory tests were scheduled on the samples taken: 

画 determinationof the natural water content; 
理i!determination of Atterberg limits and / or the equivalent of sand; 
回 Sizeanalysis by sieving; 
~ Sedimentometry analysis; 
E副 determinationof wet and dry bu1k density; 
!i! determination of the solid soil grains specific weight. 

B. Results 

The results ofthese tests are presented in Table # 5 toが8on the following pages. 

The granulometric c町 ves訂 egiven in Annex (Annex B) 

Tableが5-Results of laboratory tests -Boring / S 1. 

Table #6-Results of laboratory tests -Boring / S2. 

Table #7-Results of laboratory tests -Boring / S3. 

Table #8-Resu1ts of laboratory tests -Boring / S4 . 

Reconslruclion 01 Jacmel hospilal N/R邑f.:DT/CG/cg/ll/2郎O 13 



(Q1J可司 Folder: 8-111200-1 Site: Reconstruction of Jacmel hospi匂 1

Client: Plu同町咽ts Borlng: 81 

Port-au-Prince HAITI 

TABLE OF RESULTS OF LABORATORY TESTS 

BORING REFERENCE boring I S1 

SAMPLE f¥l.JlTt>er 
SPT#1a4 SPT#5-6 SPT# 7-8-包 SPT #9a11 SPT #匂ー相

E泡ph(in m) (1∞to 3.70) ( 3初回日0) ( 5.00 to 8.00 ) (8.00 to 1100) (1tOO to 15.00) 

E氾ph(in f) 

Bevation 

MATERIAL Nature siltyaggregate clayeysand siltysand clayeysand clayey 8ggregate 

Color 

Cons陪 tency/co町llactness dense ve叩 dense dense dense dense 

Inclusions 

αass LFC GL SA SL SA GA 

PHYSICAL CARACTERISTICS 

陥 turalw ater・content 叫8'(%) 14.4 24.4 7.5 25.6 19.0 

We句 ravityin tf/m 3 

Weight-dry volume inげ1m3

Gravity-Grainsげ加工3 2.78 2.64 2.73 . 2.73 

Water content of saturation Ws.， (%) 

民 greeof saturation Sr (%) 

void index 

向 rosity(%) 

lDENTlFICA TION 

Granularity %>2mm 40.2 17.1 30.8 11 44 

% <0.08mm 18.1 45.8 21.8 37.1 25.6 

% <0.002mm . 
A tterberg linits W.L% . ，邑 . 

I.P% . . . 
...， Consistency index WL-W閣 . . 

IP 

Colloidal activity IP . . 
首品加階lISinfl釦ωsa ?tI 

MECHANlCAL CARACTERISTICS 

SPT Nindex 28 to 50 49 to 50 50 41 to 50 50 

Apparent cohesion in Bar 

.IV捨asuredby Rc 

Oth vane measured 

Shear tests 

Friction angle I in degree 

Cohesion Cen Bar 

Triaxial test [condilions 1 一

...， 

• Recol1slruClion of Jacmef hospilaf NjRef.: DTjCGjcgjllj2060 14 



....， 

~I Folder: 
--~I-一日竺且 |

IClient: 

Port-au-Prince HArTI 

B・111200-1

PlurirY国IS

Site: Reconstruction of Jacmel hosp陶 l

Boring: 82 

TABLE OF RESUL TS OF LABORA TORY TESTS 

REP孟RAGEDU SONDAGE Sondage S2 

SAMPLE Nurrber 
SPT#1105 SPT1'610 8 SPT#910包

E同 h(in叫 0.00 m 10 4.00 m 4.00 m 10 6.50 m 6.50mlo包 50m

Deph (in f) 

8evation 

MATERIAL Nature cla四yaggregale 剖Ityaggregale sillysand 

Color 

Consistency/corrpactness dense 円，ediuπ1to dense 何百ediu何百 todense 

Inclusions 

αass LFC GA GL SL 

PHYSICAL CARACTERISTICS 

Natural water-content Wnot (%) 18.6 15.4 23.3 

Wet-gravity in tf/m3 

Vlleight-dry volurne inげ加古

Gravity-GrainsげIrrs 2.72 2.80 2.68 

民 greeof saturation Sr (%) 

void index 

向 rosity

IDENTIFICA TION 51.5 37 25 

Granularity qも>2rrm 26.6 25.6 30.1 

% < 0.08rrm 

% <0.002rrm 

Atterberg lirr首ts W.L%  

I.P% 

Consistency index WL-W制

増争

Colloidal activity % 創例制.$inferiωrsa 'l/1 

MECHANICAL CARACTERISTICS 

SPT N index 33a 50 12 a 50 23 a 50 

Apparent cohesion in Bar 

.Weasured by Rc 

Oth vane門官asured

Sheartests 

Friction angle I in degree 

• Cohesion Cen Bar 

Triaxial test [conditions 1 

Friction angle 

. Cohesion Cen 

(conditions : UU ; CU ;CD) 

COMPRESSI 81 LlTY CARACTERISTICS 

Consolidation pressure in Bαr 

• ReconslruClion 0/ Jacmel hospital N/Ref.: DT/CG/cg/ll/2060 

呈E工1ill

包.50m 10 '6.00 m 

little plaslic clay 

sleep 

Ap 

37.0 

2.64 

11 

73 

50 

15 



IFold E旦三I竺恒三園 |
8-11/200・1 S比.e:陪 constructionof Jacmel hospi凶

IClient: Plurimats Boring: S3 

Port-au-Prince HAITI 

TABlEOFR回 ULTS OF LABORATORY TESTS 

BOIm唱GREFERENCE Boring I S3 

SAMPLE IIllrrber 
SPT#1t06 SPT# 7-8 SPT# 910包 SPT # "s-帽

E治ph(inm) 0.60 m 10 5.60 m 5.60m 10 7.50m 7.50mlo包.om 包Om1015.0 

ceph (in f) 

8evati.on 

MATERIAL ト包ture clayeyaggregale cla狩ysand clayeysand lillle plaaslic sill 

Col.or 

‘『 Consistencylc.ompactness slipshod 10 dense dense dense medium 10 steep 

Inclusi.ons 

αass L陀 GA SA SA Lp 

PHYSlCAL CARACTE悶STICS

陥 turalwater-c.ontent Wnot (%) 19.3 17.0 17.0 32.0 

Weιgravity in tf/m3 

¥Neighトdryv.olume inげ加也

Gravity-Grainsげ/π13 2.69 2.56 2.99 2.64 

w.ョterc.ontent.of saturati.on Ws.t (%) 

E治gree.of saturati.on Sr (%) 

v.oid index 

向 r.osity(%) 

IDENTI円CATION

。anularity %>2mm 39 12 22 23 

% <0.08mm 30 68 23 60 

% <0.002mm 

Atterberg li打世s W.L% 

I.P% 

白 nsistencyindex WL-Wnal 

IP 

Coll.oidal activity IP 

%副emen也 inf，釦則市aみt

MECHANICAL CARACTERISTICS 

SPfNindex 8 t.o 50 30 t.o 48 28t.o 39 15 t.o 36 

Apparent c.ohesi.on in Bar 

.lIIeasured by Rc 

Oth vane measured 

Shear tests 

Fricti.on ang恰 indegree 

. (コ.ohesi.on Cen Bar 

Tri似 ialtest [condilions 1 

Fricti.on angle 

.白hesi.on Cen 

(conditions 山 ;α);a)

CARAC田町S11♀UESDE COMPRESSffiILπE  

• Recol1s1rllClion of Jacmel hospilal NjRef. : DTjCGjcgjllj2060 16 
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B・11/200・1 Site: Reconstruction of Jacmel hospital 

Plurirr国 ts Boring: S4 

TABLE OF RESULTS OF LASORA TORY TESTS 

BORING REfERENCE Boring I S4 

SAMPLE Nurrber 
SPT#Ta 5 SPT#6a 1t SPTIe包畠叫

民 ph(in m) 0.00 m a 4.00 m 4.00 ma 110m 札OOma悼 OOm

Deph (in f) 

Bevation 

MATERIAL Nature grave argileuse sable argileux grave limo neuse 

Color 

Consistency/compactness 円、oyennea dense dense a tres dense moyenne a dense 

Inclusions 

Qass LFC GA SA GL 

PHYSICAL CARACTERISTICS 

Natural water-content Wna，(%) 15.6 21.0 23.1 

Wet-gravity in tf/m 3 

Weight-dry volurne in tfl円台

Gravity-Grainsげ1m3 2.66 2.74 2.69 

白 greeof saturation Sr (%) 

void index 

向 rosity(%) 

IDENτlFlCATION 

Granularity %>2mm 49 90 39 

% <0.08mm 23 38 39 

% <0.002mm 

Atterberg Iiπ首ts W.L%  

I.P% 

Consistency index WL-Wna， 

IP 

Colloidal activity IP 

%創釦lentsinferiωrs a 2p 

MECHANICAL CARACTERISTICS 

SPTNindex 33 a 50 12 a 50 23 a 50 

Apparent cohesion in Bar 
...， .Measured by Rc 

oth vane rneasured 

Shear tests 

Friction ang槍 Iin degree 

Cohesion Cen Bar 

Triaxial test [conditions) 

Friction ang恰

Cohsion Cen 

(conditions : UU; CU ;CD) 

COMPRESSffiILITY CARACTERISTICS 

Consolidation pressure in en bar 

• Reconslruc/ion of Jacme/ hospi/a/ N/Ref. : DT/CG/cg/ll/2飴O 18 
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Le Projet d'Am岳nagementde I'Hopital de Jacmel du D岳partementdu Sud-Est 

EnR岳publiqued'Haili 

Building Details and Specifications 

)-8tructure: Foundation， Column， Beam and 8lab: 

Wall: 

)-8tory: Ground Floor and 8econd Floor: 

)-Foundation Type: Mat Foundation 

)-Mat Foundation Area: 2，200m2 (32m X 68m) 

)-Total Floor Area: 4，000m2 

~ Building Area: 2，200m2 

Allowable Bearing Capacity 

28tories 

Depth Allowable Bearing Capacity(kN/m2) 

(m) 81 82 

0.50 

1.00 230.67 

1.50 289.82 

2.00 374.54 

2.50 401.55 

3.00 357.34 

3.50 329.57 

4.00 407.66 

4.50 426.77 

5.00 428.89 

From MEYERHOF 

12Nkd 

qadm= 

件ヂ2rkd 

明乃lere

qadm is expressedぉ theallowable s仕.esskN/m
2

k山

83 

271.86 65.91 

372.63 165β1 

416.15 316.28 

418.28 393.18 

420.40 319.50 

422.52 287.32 

424.65 280.27 

298.74 273.13 

171.56 257.34 

for B~1.22m 

for B > 1.22 m 

N SPTvalue ωthe depthoぱfi泊n1到luenceoft1偽les仕凶ike企omOtωo2Bb恥巴lowt1白1巴sea剖t. . 
B is the width 0ぱft白hes加ke巴.

B=32m 

Reinforced Concrete 

Concrete Block 

84 

32.95 

99.37 

166.46 

225.87 

294.28 

354.92 

424.65 

341.42 

265.91 



LABORATOIRE NATIONAL DU 
BATIMENT ET DES TRAVAUX 
PUBLlCS 

E-~I-圃園面E

Republique d・Haiti

Service. PubliC a'iSesjicn Aui()nome'sous Tut削除du羽ihist6邑供5T国間'uXP己面白:T悶 ns尚治、邑tC右前l的uniCatio雨

ECHANTILLON 

5PT1 (51) 

5PT 13 -14 (52) 

5PT 1 a 6 (53) 

5PT 7，8 (53) 

SPT 12 a14 (54) 

PORT-AU-PRINCE， LE 2SEPTEMBRE 2011 

Limite de liquidite (WL) Limite de plasticite (WP) 

35.78 24.80 

46 24.65 

44.99 22.98 

55.31 31.28 

41.44 26.49 

Approuv岳par

百函而s33. Rue Toussei而E両面画面#27Y己両v同記瓦R示l

白ItiFE遁盟ヰ210日iL27lJiltJ377imL117JH

Indice de plasticite (IP) 

10.98 

21.35 

22.01 

24.03 

14.95 
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